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※記載にあたっては、「応募書類作成要領」を確認してください。
※記載の長さは自由ですが、図表等を含めて全部で１０ページ以内（必須）としてください。

（１）取組を行った背景、経緯及び目的

（２）取組内容

（3） 審査評価項目の説明
1 取組による効果及びその根拠（計算式、データ等）
1． エネルギー削減効果については、省エネ取組の前後比較、新製品と従来品の比較などにより、年間の消費電力量等の差を算出し、更に、原油換算ツール（※１）により、原油換算値での「年間の省エネ量」を算出すること。
※１ 省エネポータルサイトの以下のリンクに掲載されている原油換算ツールを使用すること。
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/enterprise/factory/procedure/index.html#03
イ．新エネルギー導入効果についても同様に、新エネ導入取組の前後比較、新製品と従来品の比較などにより、年間の発電量の差を算出し、換算係数（※２）を用いて原油換算値での「年間の新エネ導入量」を算出すること。
ウ．省エネ量及び新エネ導入量は、取組や製品販売数の「実績」及び「見込み」別に算出すること。
エ．省エネ量及び新エネ導入量は、「年間」以外の期間でも算出可能な値があれば、併記すること。
※２　電気→熱量換算係数：8.64(GJ/千kWh)　　熱量→原油換算係数：0.0258(㎘/GJ)

2 先進性・独創性

3 汎用性・波及性

4 継続性・持続性

5 北海道の地域特性に即した取組

6 地域貢献度





